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「年代 はたし かに 覚えて いません が、 あやつり 芝居が 

さる わか まち すじかい そと 

猿 若 町から 神 田の 筋 違 外の 加賀ッ 原へ 引き 移る 少し 前 

だと 思って いますから、 なんでも 安政の 末年で したろ 

ゆうき さつ ま 

う」 と、 半 七 老人 は 云った。 「座元 は 結 城 だか 薩摩 だか 

忘れて しまい ましたが、 湯 島 天神の 境内で、 あやつり 

人形芝居 を 興行した ことがあ リ ました。 なに、 その 座 

元に は 別に 関係の ない ことなんで すが、 その 一座の 人 

形 使いの あいだに 少し 変な ことが 出来 したんです。 

い まど 

今時 こんな こと を まじめで 申し上げ ると、 なんだか 噓 



その 初日の 夜で ある。 芝居の^ね たの はもう 九ッ 

(夜の 十二時) をす ぎた 頃で、 一 座の もの は 楽屋に 枕 を 

ならべて 寝た。 田舎の 小屋の 楽屋で は あるが、 座頭 格 

の 役者 を 入れる 四畳半の 部屋が あって、 仲の いい 紋作 

と 冠 蔵と は その 部屋 を 占領して 一 つ 蚊帳の なかに 眠つ 

た。 疲れ切つ ている 二人 は 木 枕に 頭 を 乗せる とすぐ に 

いっとき 

高い びきで 寝付いて しまったが、 およそ ー晌も 経つ か 

と 思う ころに 紋作 はふと 眼 を さました。 建て 付けの 悪 

い 肱 掛け 窓の 戸 を 洩れて、 冷たい 夜風が 枕 もとの 破れ 

あんどう 

た 行 燈の灯 をち ろち ろと 揺らめかせ ている。 信 州の 秋 

は 早い ので、 壁に は こおろぎの 声が 切れ ぎれ にき こえ 



る。 紋作は 云い しれない 旅の あわれ を 誘い出されて、 

遠い 江戸の ことな ど を 懐かしく 思い出した。 自分た ち 

くるわ 

を 置き去り にして 土地の 廓 へ 浮かれ 込んだ 一 座の 或 

る 者 を 羨ましく も 思 つ た。 

木 枕に 押しつけ ていた 耳が 痛む ので、 かれは 頭 を あ 

げて 匍^いながら、 枕 もとの 煙草入れ を 引きよ せて 先 

ず 一服す おうと するとき に、 部屋の 外の 廊下で 微かに 

かちり かちり という 音が きこえた。 紋作は 鼠であろう 

と 思って、 はじめは そのまま 聞き流し ていたが、 やが 

て 俄かに 気がついた。 せまい 廊下に は 衣裳 葛籠 や 人形 

のた ぐいが 押し合う ように ごたごたと 積みなら ベ て あ 



る。 疲れて いる 一座の もの は禄々 に それ を 片付けない 

で ほうり 出して いるに 相違ない。 その 何 か を 鼠に 咬ら 

きせる 

れ でもして はならない と 思い付いて、 かれは 煙管 を 手 

に 持った ままで 蚊帳の 外へ くぐって 出る と、 物の 触れ 

合うよう な 小さい 響き はま だ歇 まなか つ た。 

その ひびき を 耳に 澄ましながら、 紋作は そっと 出入 

り 口の 障子 を あける と、 かなり 広い 楽屋の うちにた つ 

た 一 つ 微かに ともって いる 掛け 行燈 のうす 暗い 光りで、 

V-+P 

あたり は 陰った ように ぼんやりと 見えた。 そのうす 暗 

いなかに 更にう す 暗い 二 つの 影が、 まぼろし のように 

浮き出して いるの を 見つけた 時に、 紋作は 急に 寝ぼけ 



まなこ 

眼 を こすった。 ふたつの 影 は 石 井 兵 助と 赤 堀 水右衛 

門との 人形で、 それが 小道具の 刀 を 持って 今や 必死に 

かな やじ ゆく 

斬り 結んで いるので あった。 その 闘い は 金 谷 宿 佗住居 

の 段で、 兵 助が 返り討ちに 逢う ところで あるら しくみ 

えた。 非情の 人形に も 仇 同士の 魂が おのず と 籠った の 

であろう か。 余りの 不思議に 気 を 奪われながら も、 紋 

作 は 夢の ように 浄瑠璃 を 低く 唄い 出した。 

た サ 

A さし もに 猛き兵 助が、 切れ ども 突け ども ひるま 

ぬ 悪党、 前後左右に 斬りむ すぶ、 数 力 所の 疵に 

ながる る 血潮、 やいば を 杖に よろ ぼいながら、 

ええ ロ厝 し、 5 



裁に まかせた。 なにぶん にも 旅先の ことで 直ぐに 付け 

かえる 首がない ので、 冠 蔵 は 額の ゆがんだ 水 右衛門の 

人形 を 今夜 も 舞台へ 持ち出す より ほかなかった。 うす 

暗い 蠟燭の 火で 観客 は それ を覚 つた かどう だか 知らな 

いが、 向う 疵を 負った 人形 を 使って いると いう こと は 

何分に も 気が 咎めて、 冠 蔵 はどう も 気乗りが しな かつ 

た。 それでも 金 谷 宿 佗住居の 段に 進んで 来る と、 云い 

てきがいしん みな， き 

しれない 敵愾心が 胸 いっぱいに 漲って 来て、 かれの 

眼に は 残忍の 殺気 を 帯び た 。 

赤 堀 水 右衛門 は 石 井 兵 助 を あざむいて、 だまし 討ち 

にす るので ある。 冠 蔵 は その：^ になり すまして しまつ 



と を 云うても あかん こっち や。 木 偶に 魂が あっても 無 

うても かまわん。 A 魂 かえす 反 魂 香、 名画の 力 も ある 

ならば …… 」 

大きな 声で 唄いながら、 彼 は あは はは ははと 高く 笑 

い 出した。 喧嘩の 出ば なを 挫かれて、 二人 も だまって 

苦笑い をした。 それで 人形 問題 は 立ち消え になった が、 

+6 なし ま ず 

席 はおの ずと 白ら けて 来て、 談話 も 今までの ように 弾 

まなかった。 紋 七が 折角の 心づ くし も 仇に なって、 三 

人 はなんだ か 気まず いような 顔 をして 別れる ことに 

なった。 

四ッ (午後 十 時) すこし 前に 紋 作と 冠 蔵の 二人 はこ 



ん のこと を 話した。 紋作は 自分の 叔母 だと 云って いる 

が、 それが どうも 胡乱で ある。 そこから も 時々 に 男の 

使が くると、 お浜 は 妬まし そうに 話した。 

「よし。 あの 定 という 野郎 を ここへ 呼んでくれ」 

お浜に 呼ばれて 降りて 来た 兎欠 脣の 定吉 は、 すぐに 

近所の 自身番へ 連れて ゆかれた。 半 七 は 頭 ごな しに 叱 

り 付け.， こ。 

「馬鹿野郎。 いい 年 をし や あがって 何 だ。 孫の ような 

こ あま 

小 阿 魔に 眼 じリを 下げて、 あげくの 果てに 飛んでも ね 

え 刃物三昧 をし や あが つ て …… 。 途方 もね え 色気 ちげ 

えだ。 人間の 胴つ 腹へ 庖丁 を 突っ込んだ 以上 は、 鮪 を 



忽々 に 逃げて 帰った。 

「親分。 まったく その 通りで、 噓 も，. 詐リも ございま 

せん。 お 察しく ださい」 

かれの 白状 は噓 でもない らしかった。 

「十露盤 絞り を かぶって いたの は 若い 野郎 だな。 どん 

な 装 をして いた」 

「双子の 半纏 を 着て いました」 

唯 それだけ のこと では、 怪しい 男の 身 もと を 探り出 

すの は むずかしかった。 双子の 半纏 をき て 十露盤し ぼ 

りの 手拭 を かぶった 男 は、 そのころ 江戸 じゅうに 眼に 

つく 程に たくさんあった。 半 七 はいろ いろに 定 吉を詮 



されて いるので、 かれは 叔母の 身分 も 居 どころ も 決し 

て 人に は 洩らさな か つ た。 

これで 紋 作と 叔母との 関係 はわかった が、 その 下屋 

敷 は 根 岸の 方角とば かりで、 屋敷の 名 は 紋七も 知らな 

いと 云った。 その上に は 詮議の しょう もない ので、 半 

七 は ひと 先ず 紋七を 帰して やった。 定吉も 牝られ ただ 

けで、 主人の 家へ 帰された。 

紋 作の 葬式 は、 あくる 朝の 五ッ半 (午前 九 時) に 小 

間 物 屋の店 を 出た。 ともかくも 芸人で ある だけに、 相 

当の 会葬者が その 時刻の 前から 店先へ あつまつ ている 

と、 大きい 霰が その 頭の 上に はら はらと 降った。 半 



七 も 子分の 庄太を 連れて、 その 群れに まじって いた。 

「ごめんなさい」 

霰の なか をく ぐって 一人の 若い 男が 急いで 来た。 か 

れは お浜の 母 を 呼び出して 何 かさ さやく と、 お直 は更 

に 紋七を 呼んで 来た。 男 はや はリ 小声で 紋 七と 何 か応 

J くさ もくろく 

対して、 袱紗に つつんだ 目録 包みら しい もの を 渡す と、 

紋七 はしき りに 辞儀 をして、 かれ を 奥へ 連れて行った。 

「親分」 

抉 を ひかれて 半 七 はふ リ返 ると、 兎欠 脣の 定吉 がう 

しろに 立って いた。 

「今 来た 男、 あれが どうも 十露盤 絞りら しゅう ござん 



もういないで、 三人 づれで 池の 端の 料理屋へ 行ったら 

しいと いう。 それから また 引つ 返して 池の 端へ 行った 

が、 御屋敷の 内証の 使と いう ことが 腹に あるので、 な 

るべ く 当人の 出て 来る の を 待つ てこつ そり 手渡し をし 

ようと 思って いたが、 相手 は なかなか 出て 来そう もな 

いので、 待ちくたびれて 近所の 蔷麦屋 へ 行って、 寒さ 

凌ぎに 熱い 薷麦 をす すり 込んで また 引つ 返して 来る と、 

もう 夜 はよ ほど 更けて いる。 思い切って 念のために 帳 

場へ 声をかけ ると、 紋作は 帰った という。 もう 一度 こ 

この 家まで 引つ 返して 来る と、 やっぱり まだ 帰らない 

という。 K も 根が 尽きて そのまま 帰って しまった とい 
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